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  先�科��等研���
  �����等研���

 ��国立⼤�においては、2014年に10⽉に先�科��等
研��（�下、IAS）を��し、2023年4⽉には�たに��
���等研��（�下、IMS）の��に�りました。
昨�の�界的な情�は⽬まぐるしく�⾰し、これに�い、
�くの���題や歪が⽣じています。このことから、
Society5.0においては、「国�の��と��を�保する持
�可�で��な��」「⼀�ひとりの��な�せ（Well-
being）が�現できる��」の�現を⽬指すこととし、国
立⼤�はその�現に向けて、��を��していく��を果
たす必�があります。

 ⼤�が使�を果たすためには、①独�的な技�⾰�を�
めること、②現代�有の問題・���題を�決するための
�野や��を超えた知の��、という2つのアプローチが必
�と�えており、先�的な研��野・領域で�界トップを
⽬指す研���であるIAS、��として、この�な未来や�
�を�りたいという主体的なビジョンを掲げ、その�現に
向けて、�野��かつ��研�から����までを��す
る研���であるIMSを�輪とし、これからの未来��を�
�してまいりたいと�えています。

��は�等研��ウェブからご�いただけます

��国立⼤� �等研��のご��
先�科��等研��・�����等研��

��  �

先端科学⾼等研究院 https://ias.ynu.ac.jp/          総合学術⾼等研究院 https://ims.ynu.ac.jp/



バイオアッセイ

研�ユニット

超省電⼒マグノニック

デバイス研�ユニット

共�⾰�ダイナミクス

研�ユニット

⽣物�研�ユニット

先�的知識や技�の����による�たな��価�を
�現するために、��内�にわたる知識や技�の�
�・共有のメカニズムを�らかにするとともに、  共
�的⾰�（Co-innovation）を�現する�����
の戦略とマネジメント、  そしてイノベーションのダ
イナミクスについて��的研�を��します。

⽇��の�⾵専⾨研���として、�⾵災�リス

クの�減による��で活き活きとした持�的な�

�構築への貢�、�⾵エネルギーの活⽤による脱

�����現への貢�を⽬指しています。

気��動や⽣物��性の損失といった�々な�題の�

決にむけ、⾃�の価�を�⼤�に活⽤するための科�

的エビデンスを提供し、�間を⽣物�の⼀�とみなし

た�たな⾃�と��の�わり�を提⽰する。

独⾃の�⼯知�技�を��しつつ、�々な�野での�

⼯知�技�の利活⽤を��し、�かな未来��の�現

に貢�します。

⾰�と共�のための

�⼯知�研�ユニット

量�技����野を��した先�的な研�を �じ、
量�技�で�えられたリスク共⽣型の超スマート��

（Society 5.0）の�現を⽬指しています。

��物�や薬�のヒトへの��性を�価できる��ア

ッセイ技�を開発することで、動物の犠牲を減らしつ

つ��に�⽣きできる����な��を�現します。

サイバー�間と物理�間が��したトリリオンセン

サーユニバース（trillion sensors universe）の�
現を⽬指し、�性体に�在するマグノンにより情�

処理を担う⾰�的なデバイス開発を�現します。

パワーエレクトロニクスによる電⼒��技�, 電
気-�械エネルギー��技�によりCO2削減に貢�
します。

電気エネルギー��

研�ユニット

現在の脅�のメカニズムを正�に把�し、�来の脅�に�

�するセキュリティ技�を⽣み�すことで、サイバー�間

とフィジカル�間が�度に��された未来��Society 5.0
の�現を⽬指します。

情�・物理セキュリティ

研�ユニット

��としての「リスクとの共⽣のあり�」、「��な

�和のある受�のあり�」を模索しながら、����

の�現と活⼒ のある��の��を⽬指しています。

先端科学⾼等研究院 https://ias.ynu.ac.jp/          総合学術⾼等研究院 https://ims.ynu.ac.jp/

先端科学⾼等研究院

��知による研�エビデンスに基づくヘルスイノ

ベーションエコシステムを構築し、⽣活と�療・

ヘルスケアを�技�開発・��型研�で�ぎ、�

動・�労・��を�して��と�せを��できる

イノベーションエリアを��します。

すべての�が�えられた��と�⼒を活かし、⽣き⽣き

と⽣活し、�来�代のために�と希�を�いて耕し�け

る、�かで�りある��、「��な��」を⽬指して、

����的かつ��的な研�・��を�開します。

電気��を基軸とした��エネルギー��の 先�
的な研�を�じ、�⽯�料に��した��から脱�

した「脱�� ��」構築への貢�と持�可���
の�現を⽬指しています。

共同研�・メディア掲�等に�するお問い�わせ

045-339-4454

240-8501 �奈川����保⼟ケ��常��79-5
�等研��棟 103事��

ias-ims@ynu.ac.jp


